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本日は、2026年3月期 通期業績についてご説明いたします。

当期は、前期の営業赤字から大きく回復し、期首に公表した業績予想を上回る結果となりました。

従来より実践してきた「IPの創出」と「収益体質への改善」の両輪が成果につながった1年であった
と考えております。

業績の詳細については畑本より、経営方針については私よりご説明いたします。



1 連結業績
Financial Highlights

TVアニメ『ガチアクタ』

©裏那士・要童秀吉・講談社/「ガチアクタ」製作委員会

2026年3月期第4四半期累計の業績についてご説明いたします。



連結業績

概要

音楽事業におけるライヴ関連売上高の増加やアニメ・映像事業におけるアニメ作品の海外向け販売の好調、

販管費の減少により営業利益は黒字転換し、大幅に伸長。期首予想を上回る形で着地
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ご参考:

(百万円) 2025年3月期 2026年3月期 前年同期比 增減率
2026年3月期

期首業績予想
(2025年5月8日開示)

業績概要

売上高 131,691 146,571 +14,879 +11.3%

営業利益 A1,819 4,085 +5,904 3,000

親会社株主に

帰属する

当期純利益

1,138 3,553 +2,414 +212.1% 1,200

売上高は音楽事業におけるライヴ関連
売上の増加やアニメ・映像事業における
アニメ作品の海外向け販売好調等によ

り増収

貸倒引当金繰入額の計上減や費用執行

の見直しにより販管費が減少し、

営業利益は黒字転換し、大幅に伸長

2025年12月に持分法適用関連会社
である「SANRIO SOUTHEAST

ASIA PTE. LTD.」の株式を譲渡した

ことにより特別利益を計上
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2026年3月期の業績におきましては、売上・利益ともに前年を上回り、昨年5月に公表した業績予
想に対しても上回る良い決算となりました。

詳細についてご説明いたします。

まずは連結業績の概要です。

2026年3月期におきましては、売上高は前年から約11%増加の1,465億円、営業利益は前年の営
業赤字から大幅増加の40億円、親会社株主に帰属する当期純利益は前年から約3倍の35億円と
なりました。

音楽事業において、ライヴ関連売上が増加したことやアニメ・映像事業においてアニメ作品の海外
向け販売が好調だったこと、販売費及び一般管理費に関して、前期発生した貸倒引当金繰入額が
なくなったことや、費用執行の見直しなどにより販管費が減少したことで、売上、営業利益は大きく
伸長いたしました。

親会社株主に帰属する当期純利益は、持分法適用関連会社の株式を売却し特別利益を計上した
ことで、当期純利益も前年から大幅な増益となりました。

なお、昨年5月に公表した通期業績予想の営業利益30億円、当期純利益12億円に対しても、それ
ぞれ大幅に上回って着地する結果となりました。



連結業績

概要

音楽事業、アニメ・映像事業ともに増収。コロナ禍以降、過去最高となる売上高

(億円)

連結売上高推移

1,465

1,333 1.316 ■その他

1.215

■アニメ・映像

984

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

注: グラフ内の各売上高は内部売上高を各セグメントに按分し消去した参考値

音楽
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次に連結売上高の推移です。

音楽事業、アニメ・映像事業ともに前年から増収し、コロナ禍以降における最高売上高となりまし
た。



また、販売費及び一般管理費に関しましては、貸倒引当金繰入額の発生がなくなったことや費用
執行の見直しなどにより一般経費が減少したことで、前年から営業利益の大幅な増加につながっ
ております。



セグメント別の業績です。

音楽事業を中心としてそれぞれ好調だったことから、各セグメントの売上、営業利益ともに前年を上
回ったセグメント実績となりました。



セグメント別の詳細についてご説明いたします。

まずは、音楽事業です。

売上高は音楽パッケージの大型作品の販売があったものの、全体の販売枚数が前年から減少し
たことで音楽パッケージの売上は前年から減少しましたが、ライヴ事業の拡大に伴い、ライヴや
マーチャンダイジング、マネジメントなどが前年から伸長し、音楽配信においても再生回数が増加し
たことで前年よりも売上が増加しました。

ライヴに関連するKPIは、大型公演のスタジアム公演数は減少したもののアリーナ公演数が増加し
たことで、動員数はほぼ前年並みとなりました。

一方、チケット単価につきましては、アリーナ公演などのプレミアムチケットの座席数増加に伴い平
均単価を押し上げ、全体のチケット平均単価の増加につながっております。

音楽パッケージのKPIは、映像作品が前年から増加したものの、シングル作品やアルバム作品の
枚数が減少したことで音楽パッケージの売上が減少いたしました。



音楽事業の売上高推移につきましては、ライヴや配信を中心に前年から伸長しました。



アニメ・映像事業につきましては、アニメの大型作品を北米を中心に展開している配信サービス向
けに販売したことで、売上が非常に好調だったことから売上及び営業利益ともに大きく増加しまし
た。



その他事業につきましては、アジア地域において収益が改善したことで、売上、営業利益ともに前
年より増加いたしました。

以上が2026年3月期第4四半期累計実績の説明となります。



続いて2027年3月期の業績予想です。

2027年3月期の通期業績予想値といたしましては、引き続き事業のポートフォリオの最適化を図る
とともに、コスト構造の見直しなどを実行し事業の成長を促進することで、営業利益は前年比 約
47%増の60億円を見込んでおります。

親会社株主に帰属する当期純利益は32億円を見込んでおります。

なお、配当予想につきましては、配当方針に従い、1株当たり年間配当金50円と前期から据え置い
ております。

以上が、2027年3月期の通期の業績予想と配当予想となります。



こちらは、2027年3月期に予定している、現時点で決定済みのパイプラインになります。

現状、第1四半期を中心としたパイプラインになっていますが、今後も決定次第公表してまいりま
す。



キャピタルアロケーションについてご説明いたします。

株主還元としては、配当方針に従い最低配当金1株当たり50円は継続しつつ、一昨年、総額43億
円の大型の自社株買いも実行しました。

また、事業投資についても積極的にグローバルに通用するIP投資を実施しており、今後も継続して
まいります。

また、海外のマネジメント会社のM&Aも実行し、今後もグローバル市場における大型なカタログ取
得も進めていく予定となっており、引き続き最適なキャピタルアロケーションを推進してまいります。



資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応といたしまして、ROE実績が7%と大幅に改
善し、資本コスト並みの水準まで引き上げることができました。

現状の資本コストは昨年と変わりませんが、資本コストを上回るROE達成に向けて、バランスシート
マネジメントと業績成長に努めてまいります。

以上が、2026年3月期通期業績の説明となります。



それでは、当社の中長期に向けた経営方針についてご説明いたします。



改めてとなりますが、当社のビジネスモデルです。

新たな才能を発掘・育成し、スターやヒットを生み出し、ライヴやパッケージ、配信などの収益を得る
とともに、IPとしての権利を蓄積し、その権利から中長期的に得られる収益をまた新たなIPの創出
に向けて投資する。

その循環が当社のビジネスの根幹であり、近年においては、新たな市場環境下における次世代
アーティストや作品の創出に向けて注力してまいりました。

まずはその進捗についてご説明いたします。



XGは、昨年初のワールドツアーを完走し、世界35都市にて40万人のお客様にご来場をいただく規
模となりました。

1stフルアルバムはアメリカのBillboard 200のTOP100にランクイン。

2月からは2度目となるワールドツアーを実施中であり、今後もより大きな活躍が期待できるアー
ティストに成長いたしました。



続いて、2024年にデビューしたONE OR EIGHTも、1stミニアルバムのリード曲「TOKYO DRIFT」が
グローバルヒットとなり、海外を中心に大きく認知を獲得いたしました。

Spotify月間リスナー数は175万人に達しております。

これらの楽曲ヒットを通じて顧客基盤が明確に形成されつつあり、将来的にファンダムへと転換して
いくことを狙います。



そして、これらのIPの成長を支える基盤として、世界水準のクリエイティヴ・ネットワークの構築が進
んでおります。

当社のアメリカ拠点を通じて、当社としては初となるグラミー賞を受賞したKamal Wilson など、グ
ローバル水準の作家30名以上と専属音楽出版契約を締結しております。

すでにBE:FIRSTなど、グループ内シナジーによるヒットも生まれており、これらのネットワークを活
用し、IPの海外展開を加速していく予定です。



これらの実績を経て、当期、XGはマネタイズフェーズへ到達することができました。

ONE OR EIGHTについても、マネタイズに向けた確実な成果が見え始めております。

新たなアーティストはマネタイズフェーズへ到達することができると、その後より高い成長を得ること
が可能です。

一方、そのフェーズへ到達することは時間を要するため、アーティストの育成で蓄積したノウハウを
活用し、次世代のアーティストの成長を加速することで投資期間を短縮し、アーティストポートフォリ
オを強化していくことを図ります。



そして、新たなアーティストとして5人組ボーイズグループの「VIBY」が6月にデビューいたします。

VIBYは、キム・ミジョンが率いる「Rii.MJプロジェクト」の第1弾アーティストとなります。

キム・ミジョンはBTSなどのメンバー発掘に携わったプロデューサーであり、これまで培った経験を
生かし、大きなヒットを創出していくことを図ってまいります。



また、その他のアーティストについても大きく飛躍を遂げた1年となりました。

2025年4月に当社へ完全移籍したアイナ・ジ・エンドは、「革命道中 - On The Way」がグローバル
ヒットとなり、今年4月からは初となるアジアツアーを実施しております。



Da-iCEは自身初となる単独ドーム公演が決定し、浜崎あゆみも2万6千人を動員した台北公演をは
じめ、香港、シンガポール、北京など、アジア各都市での活動を拡大しております。



そして、パートナーとの協業による各アーティストも、Snow Man、BLACKPINK、BE:FIRSTなど、さ
らに活動の幅を広げることができた1年となりました。



また、5月3日に公表いたしましたとおり、STARTO ENTERTAINMENTの木村拓哉さんが、当社グ
ループに新設するプライベートレーベルへ移籍することとなりました。

海外も含め、さらなる活躍をグループとして支えてまいります。



こうしたアーティストの活動拡大に加え、ストック型ビジネスである音楽カタログにおいても、収益最
大化に向けた取り組みが進んでおります。

Bruno Marsとは、グローバルでの音楽出版パートナーシップを開始しており、今後制作する全て
の楽曲について、全世界における独占的な音楽出版管理を当社が担います。

また、総額1億ドル（約150億円）規模となる音楽カタログ投資プロジェクトをスタートしており、第一
弾として、プロデューサー infamousのカタログを取得いたしました。

このように、アーティストの活動から生まれる権利についても価値の最大化のための取り組みが進
んでおります。



ここからは、アニメビジネスについてご説明いたします。

アニメ市場は、海外配信ビジネスの拡大を背景に、引き続き高い成長が続いております。



このような中、当社も海外展開を前提とした作品を選定・出資することで、収益性の高いポートフォ
リオを構築しております。

「ガチアクタ」は2025年7月より世界同時配信を開始し、クランチロールにて視聴ランキング1位を獲
得し、第2期の制作も決定しております。

また、「とんがり帽子のアトリエ」についても、世界で数々の賞を受賞している人気原作作品であり、
4月より全世界一斉配信を開始しております。

このように、海外での収益獲得も見据えた作品へ出資することで、収益の最大化を図ってまいりま
す。



また、有力IPのシリーズ化も持続的な成長サイクルの構築につながっております。

「KING OF PRISM」など、有力なIPをシリーズ化し、継続的な収益を獲得するとともに、新作のリ
リースに合わせて過去作品の魅力も発信することで、カタログとしての価値の最大化を図っており
ます。



これらの収益拡大に向けたIPの創出とともに、当期は収益体質への改善に向け様々な取り組みを
行ってまいりました。

その一つとして事業の選択と集中に取り組んでおり、当期はバーチャル・エイベックス㈱、
㈱aNCHORなど子会社4社に加え2事業を譲渡し、経営資源を注力領域へ集中いたしました。



さらに、費用執行ルールの見直しやモニタリングの強化により、売上高 販管費率が3pt改善いたし
ました。

これらの取り組みにより、従業員一人当たりの売上高総利益の額も20%以上改善し、収益性が大
きく向上しております。



今期以降も事業やIPの選択と集中、各組織の役割の見直し、AI等を活用した業務効率化などを通
じて、経営リソースの再配置・人員の適正化を図り、より最適な経営ポートフォリオを目指してまいり
ます。



これらの結果、当期は収益性が大幅に改善し約40億円の営業利益を計上することができました。

現中期経営計画の最終年度となる2027年3月期は、前期比46.9％増の60億円の営業利益を想定
しております。

今後もこのような成長が継続するよう、将来に向けた投資を継続し、ヒットを生み出し、大きな利益
成長を目指してまいります。



IPを創出し、そのIPが活躍していくなかで生み出される権利を蓄積する。

そして、蓄積された権利から生まれる収益をまた新たな才能へ投資する。

この循環こそが、当社がIPビジネスを行う上での根幹であると認識しております。

そして、この循環を継続し拡大していくためには、一過性の成功ではなく、長期的に国内外で活躍
するIPを創出していくことが重要です。

そのために当社は、世界規模で活躍するためのインフラ・ネットワークの構築と、各地域の市場・文
化への洞察と理解、その双方の視点を大切にしながら、長期的に活躍するIPを連続的に生み出
し、さらなる成長を実現してまいります。

引き続き、皆様のご理解・ご支援をどうぞよろしくお願いいたします。


